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仇
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.
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Al巣 A･･･全同 (x14)

冠宅は腹諮 L少澱を托す
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に
発
起
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右
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落
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ヲ
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瀬
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狭
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茶
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ヨ
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ヲ
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又
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縦
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叉
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又
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葦
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萩
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aT果 A･･･冠宅を野けたる種火 (×5) B･.･冠宅を去 りたる狐

h-･P C･･･縦断面 D-軸断面 E-･冠宅の根元

B-E (×】5) (安原)
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&7果 A･･.冠宅と智けたる挫米 rX7) B.･眉 宅 fJ失ひたる&1果(×10)
C･･･巣の破折耐 I)-･穴の糾 厨 (村上)

痩
頻
は
故
針
形
､
上
郷
は
明
状
に
糾
混
く
伸
び
'

頂

蛸

に

由
i
j
の
.4
兄
毛
を
若
生
す
.
児

は

沸

茶

袖

巴

に
し
て
､
縦
に
約

一
C
)陳
の
櫛
状
の
枚
あ
り
｡

(求

は
溝
と
も
云
ふ
ペ
し
)
｡
児
の
桜
餅
両
は

Llf状
を
な

す
.
黙
所
は
佃
…搾
削
悦
な
り
｡

嬢

黒

は

逆

さ

(哨
状
部
と
除
-
)
i
l
l(
,?
･

中
1
4
･7
)

m
m

t
帖

O･9(O
･81
1･))mm
.
Hij
･さ

0,8(
0
･6
-
も

･TT

7
)
m
m
t
明
状
部

のk
さ

は

)
･T
(
Ilo-
2･5)
m
m
､

託
モ
の
長
さ
は

6
･5
(
5
･
0-
7
･
5)m
m

な
-
0
(郡
二

〇
川

)

雅
章
椛
符
の
研
究

(
乳
･:.ハ
剛
)

前
科
7



鉦
鼓
報
告
の
研

究

(
野
六
報
)
菊

科

一

二
一､
ヤ

ク

シ

ナ

ク

L

a

ctu
ca
d
ent1.C
u
l
a
t
a

v
a

r
Ey
P
ica
M

巳̂
′]

ニ
二
】八

'
'り
J
･～

-
･1
J
～
･～

･
､

つん')‥ヽ
DA x20 B ⊥■ cx20

節二一t'･l;JI l･ク シ サ ウ

出火 A･･.背面 B-附加 (×20ン

C･･･冠宅 (×20)
D･-世果･7)械政所 (×22)

E-･折 F･･･ElATt大 (笹Blli)

痩
火
は
雑
親
色
､
紡
健
形
'
上
部
納
-

多

少
轡

曲
す
o
E:3
州

に八
-

山
0
候
の
縦

に
稜
あ
-
0
(或
は
緋
か
)O
恥
軸
は
多
刺

毛
､
粗
憶
'
稚
毛
は
白
色
､
有
刺
'
太
く

脱
落
し
易
し
.

柁
;7
枚

立

)tJ
3
･O
(
'2
･6
-
3
･･こ
ln
tn
t帖

O
･64(っ･6
-
0･7
)rn
m
'惨
さ

0
･5
(
っ
･451

0･6
)m
m
.態
屯
の
よ
さ

は
3
･1(.2
･5-
3
･5)

ntm
な
り
O
(苅
二

叩
仙
)



二
二
アヽ

キ

ノ

ノ

ダ

シ

L

actu
c
a

l
a
c

iniata
M
と

ilソC

鋭
〟
線

描

淵

甜

W
駁

C… l FL Bx10b

節二二州 アキノノゲシ

軽米 A･.･逆毛をTJ'LけたちiLl(×3･5)
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